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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   19/00     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   14/565    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/22     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     １０１　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   21/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    7/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   13/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   13/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １０５　
   Ａ６１Ｐ    1/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ    5/24     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/18     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   31/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   33/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/21     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月7日(2020.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）野生型ＩＦＮβに比べて改善された安全性を付与する１つまたは複数の変異を有
する、改変型ＩＦＮβと、
　（ｂ）目的の抗原または受容体に特異的に結合する認識ドメインを含む、１つまたは複
数の標的部分と、
を含むキメラタンパク質であって、
　前記改変型ＩＦＮβと前記１つまたは複数の標的部分は、１つまたは複数のリンカーで
連結されていてもよく、
　前記改変型ＩＦＮβは、配列番号１の位置２２、２７、３２、３５、６７、７１、８８
、９２、９５、９６、１２３、１２４、１４８、１５１、１５２、１５５に１つまたは複
数の変異を含む、
キメラタンパク質。
【請求項２】
　前記改変型ＩＦＮβが、インターフェロンα／β受容体（ＩＦＮＡＲ）に対する低減さ
れた親和性および／またはインターフェロンα／β受容体（ＩＦＮＡＲ）での低減された
活性を示す、請求項１に記載のキメラタンパク質。
【請求項３】
　前記改変型ＩＦＮβが、ＩＦＮＡＲ１に対する低減された親和性を示す、請求項１に記
載のキメラタンパク質。
【請求項４】
　前記改変型ＩＦＮβが、位置Ｆ６７、Ｒ７１、Ｌ８８、Ｙ９２、Ｉ９５、Ｎ９６、Ｋ１
２３およびＲ１２４に１つまたは複数の変異を含む、請求項１に記載のキメラタンパク質
。
【請求項５】
　前記１つまたは複数の変異が、Ｆ６７Ｇ、Ｆ６７Ｓ、Ｒ７１Ａ、Ｌ８８Ｇ、Ｌ８８Ｓ、
Ｙ９２Ｇ、Ｙ９２Ｓ、Ｉ９５Ａ、Ｎ９６Ｇ、Ｋ１２３ＧおよびＲ１２４Ｇから選択される
置換である、請求項４に記載のキメラタンパク質。
【請求項６】
　前記改変型ＩＦＮβが、
　（ｉ）Ｌ８８ＧおよびＹ９２Ｇ；
　（ｉｉ）Ｙ９２Ｇ、Ｉ９５ＡおよびＮ９６Ｇ；
　（ｉｉｉ）Ｋ１２３ＧおよびＲ１２４Ｇ；
　（ｉｖ）Ｆ６７Ｇ、Ｌ８８ＧおよびＹ９２Ｇ；ならびに
　（ｖ）Ｆ６７Ｓ、Ｌ８８ＳおよびＹ９２Ｓ；
から選択される１つまたは複数の変異を含む、請求項５に記載のキメラタンパク質。
【請求項７】
　前記改変型ＩＦＮβが、ＩＦＮＡＲ２に対する低減された親和性を示す、請求項１～６
のいずれか１項に記載のキメラタンパク質。
【請求項８】
　前記改変型ＩＦＮβが、位置Ｗ２２、Ｒ２７、Ｌ３２、Ｒ３５、Ｖ１４８、Ｌ１５１、
Ｒ１５２およびＹ１５５に１つまたは複数の変異を含む、請求項７に記載のキメラタンパ
ク質。
【請求項９】
　前記１つまたは複数の変異が、Ｗ２２Ｇ、Ｒ２７Ｇ、Ｌ３２Ａ、Ｌ３２Ｇ、Ｒ３５Ｇ、
Ｖ１４８Ｇ、Ｌ１５１Ｇ、Ｒ１５２Ａ、Ｒ１５２ＧおよびＹ１５５Ｇから選択される置換
である、請求項８に記載のキメラタンパク質。
【請求項１０】
　前記改変型ＩＦＮβが、
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　（ｉ）Ｗ２２ＧおよびＲ２７Ｇ；
　（ｉｉ）Ｌ３２ＡおよびＲ３５Ａ；
　（ｉｉｉ）Ｌ１５１ＧおよびＲ１５２Ａ；ならびに
　（ｉｖ）Ｖ１４８ＧおよびＲ１５２Ａ；
から選択される１つまたは複数の変異を含む、請求項９に記載のキメラタンパク質。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数の変異は、１つまたは複数の標的部分への付着により回復可能であ
る低減された親和性を付与する、請求項１～１０のいずれか１項に記載のキメラタンパク
質。
【請求項１２】
　前記標的部分は、腫瘍細胞または免疫細胞に向けられる、請求項１～１１のいずれか１
項に記載のキメラタンパク質。
ラタンパク質。
【請求項１３】
　前記認識ドメインは、ＶＨＨ、ヒト化ＶＨＨおよびラクダ化ＶＨＨから選択されてもよ
い単一ドメイン抗体である、請求項１～１２のいずれか１項に記載のキメラタンパク質。
【請求項１４】
　２つ以上の標的部分、および／または２つ以上の追加的な改変型シグナル伝達物質、を
含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載のキメラタンパク質。
【請求項１５】
　前記改変型ＩＦＮβが、Ｒ２７Ｇ変異またはＲ３５Ｇ変異を含む、請求項１に記載のキ
メラタンパク質。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載のキメラタンパク質をコードする、組換え核酸。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の核酸を含む、宿主細胞。
【請求項１８】
　癌、感染症、免疫障害、自己免疫疾患、心臓血管疾患、創傷、虚血関連疾患、神経変性
疾患および／または代謝疾患のうちの１つまたは複数の処置のための、請求項１～１５の
いずれか１項に記載のキメラタンパク質の使用。
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